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選定種の解説





１ ． 野生動物の保護

　 野生生物種の「 保護」 には、 種そのも のの保存と 、 生態系構成

要素と し ての種の保存が考えら れる が、 種の保存には人為をまっ

たく 排除し た厳正保存の他に適正な人為管理も 含まれる。 特に、

日本のよ う に国土が狭く 人間によ る 自然の利用率が高い国におい

ては、 自然にまっ たく 人為的影響を 及ぼさ ないで厳正保存する こ

と は不可能である し 、 原生的自然がほと んど無く 、 部分的または

大部分が破壊さ れてし まっ ている よ う な自然を 保存維持し よう と

すれば、 破壊さ れた部分を 人為で補わざる を 得ないこ と も 生じ て

く る。

　 例えば、 ニホン オオカ ミ は我が国の陸上生態系における最高次

の消費者と し てシカ やイ ノ シシなどの大型植食動物を 捕食し 、 結

果と し て彼ら の極端な増殖を 抑え、 生態系全体が急激に大き く 変

動する のを 抑制する 役割を 果たし てき た。 ニホンオオカ ミ が絶滅

し た今、 シカ やイ ノ シシの激増を 抑制する 自然的な要因は、 激増

し た植食動物自身の過食等による 植生破壊に伴う 食物不足や伝染

病の蔓延などである 。 今や、 ニホン オオカ ミ に代わっ て捕食者の

役割を 担う こ と ができ る のは、 人間か、 人為的に導入さ れたニホ

ン オオカ ミ に近縁の別亜種オオカ ミ し かないだろ う 。 と は言え、

人間が管理でき る 自然の範囲と 内容には限界がある し 、 別亜種オ

オカ ミ の導入に合意を得る こ と は非常に困難と 思われる 。

　「 種の保存」 と 「 生態系の一員と し ての種の保存」 と は本来同

じ でなければなら ないが、 現実は必ずし も そのよう に考えら れて

はいない。 ニホン オオカ ミ ・ ニホン カ モシカ ・ ホン シュ ウジカ ・

イ ノ シシ・ ツ キノ ワグマなどの大型哺乳類は、 生態系の中で重要

な生態的地位を 担っ ている「 鍵的種」 であり 、それら の消滅によ っ

て他の種に与える 影響は大き い。

　 全国的には絶滅の恐れがない種でも 、 既にその種が消滅し てし

ま っ て いる 地域はたく さ ん見ら れる 。 そのよ う な地域の生態系

に、 消滅し てし まっ た種を 復活さ せる こ と など現実にはまっ たく

と 言っ ていいほど為さ れていないし 、 それを 行う かどう かの議論

も かみ合わないこ と が多い。 絶滅し た種に代わる近縁の種を 導入

する こ と については、 なおさ ら である。

　 種は、 形態だけで存在するのではない。 その生息する 環境の中

で、 環境から 及んでく る 諸々の刺激に対し て主体的に反応し 、 生

活し 、 進化でき て初めて種と し て存続でき る も のである 。 野生動

物の保護は、 飼育下に置かれたり 、 個体群の生活場の広がり や種

の地理的な広がり より も ずっ と 狭い範囲に閉じ 込めら れた状態で

は、 完全には行い得ないと いう こ と である 。 生息範囲を 限り なく

狭めつつ、 その中での生息適正頭数を云々する こ と は、 種の保護

にはなら ない。 また、 陸上を歩行移動する 哺乳類では、 特に小型

の種の場合、 ダムや道路などの建設物によ っ て生息域が分断さ れ

てし まい、 分断さ れた集団の間での交流ができ なく なっ てし まう

恐れも 生じ る 。 哺乳類の場合、 行動が個体の経験や他個体と の交

流によ っ て成立する部分が多く あっ て、 自然の環境から 引き 離さ

れて飼育下に置かれた状態では、 例え形態的には完全に見えても

種と し て備わっ て いる 性質を 「 正常」 には発揮でき な いだろ う

し 、 やがては野性を喪失し てし まう だろ う 。 も し かし たら 、 人間

活動の影響が地球上の隅々にまで及んでいる 現在においては、 人

為的影響を全く 受ける こ と のない野生生物などいないのかも し れ

ない。

　 野生動物を 見て「 かわいい」 と 感じ る のは間違いではないが、

野生動物には野生動物それぞれの種類ご と の性質や生き 方があ

り 、 ペッ ト に対する 接し 方は通用し ないこ と が多い。 動物には、

種ごと に、 また個体ごと に「 逃走か、 攻撃か」 の臨界距離がある

ため、 近づき すぎる と 攻撃さ れるこ と がある こ と を知る べき であ

る 。

２ ． 島根のレッ ド データ 哺乳類

　 現在、 本県で確認さ れている 野生哺乳類は、 食虫目6 種・ 翼手

目1 0 種・ 霊長目1 種・ 兎目1 種・ 齧歯目1 3 種・ 食肉目9 種・ 偶蹄

目2 種の合計4 2 種である 。 こ のう ちヌ ート リ ア（ 齧歯目） と チョ

ウセン イ タ チ（ 食肉目）、 アラ イ グマ（ 食肉目）、 ハク ビシン （ 食

肉目） の4 種は外来種である 。 こ こ には、 ノ ネコ ・ ノ イ ヌ などや

アラ イ グマ以外のペッ ト の野生化し たも のは含めら れていない。

ニホン アシカ （ 鰭脚目）・ ニホン オオカ ミ・ ニホン カ ワウソ （ 以上、

食肉目）・ ニホン カ モシ カ （ 偶蹄目） の4 種は、 現在の島根県で

見る こ と ができ ないので、上記の生息種数に含めていない。 一方、

樹洞を 利用する 翼手目は、 今後、 何種か見つかる 可能性がある 。

ま た,県央で採取さ れた標本から 、 本県にヒ メ ヒ ナコ ウモリ が生

息し ている可能性が生じ た。

　 かつて、 本県にも ニホン オオカ ミ ・ ニホン アシカ ・ ニホン カ ワ

ウソ ・ ニホン カ モシカ が生息し ていたが、 ニホン オオカ ミ は恐ら

く 江戸時代末に、 ニホン カ ワウソ と ニホン カ モシカ は明治時代か

ら 昭和時代の間に減少し 絶滅し た。 こ れら は本県では絶滅種に指

定さ れている 。

　 ニホン アシカ はク ジラ 類と と も に海生哺乳類に含めら れる が、

近年になっ て地球上から 絶滅し た哺乳類である。 脂と 肉・ 皮を 得

るためと 、 漁網に掛かっ た魚を 食害し 漁網を 破る 害獣と し て、 主

要な繁殖群を 中心に幼獣も 含めて捕獲（ 殺） を繰り 返し 行っ たこ

と が「 絶滅」 の大き な原因になっ たと 思われる。 また、 近代的な

漁法によ る魚類の大量漁獲が、 ニホンアシカ の食糧難を引き 起こ

し たのかも し れない。 韓国では近年でも アシカ ら し い鰭脚類の目

撃例があるが、 こ れがニホンアシカ かどう かの確認はでき ていな

い。

　 いずれにせよ 、 こ の数千年間における 「 絶滅」 の大部分が人為

的な原因によ る も のであり 、 こ のよ う な絶滅は今後も 起こ り う る

も のである。特に、害獣と さ れる も のは、保護が困難な場合が多い。

　 ツ キノ ワグマは、 本県では以前は絶滅危惧I類に指定さ れてい

たが、 今では隠岐以外の県内全域で目撃さ れる ほど 増加し てい

る 。 日本の本土地区（ 本州・ 四国・ 九州） で最大の肉食動物であ

り 、 人が襲われる 事故が時々あるので「 肉食猛獣」 のイ メ ージが

強いが、実際には植物食中心の雑食動物であり 、「 人を食べる ため」

に襲っ た例はほと んど無いと 思われる 。 し かし 最近では、 住宅地

などでも 人的被害が発生する など、 全国各地でツ キノ ワグマによ

る 被害が多発し ており 。 生息個体数が急増し ている よう に見受け

ら れる。 人間に危害を 及ぼす可能性のある 個体は駆除する こ と も

必要だろ う と 考える 。

　 本県の準絶滅危惧種に取り 上げら れている 哺乳類は、「 情報不

足」 に入れても よ いよ う なも のや、今すぐ には絶滅の恐れはなく 、
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種類によ っ ては今後増加する 可能性のある も のも 含まれている 。

　 洞穴性のコ ウモリ 類（ 翼手目） の場合、 多く の種は現時点では

激減する 恐れは少ないが、 特定の洞穴に集団で休息や冬眠・ 繁殖

を 行う と いう 性質を 有する こ と から 、 こ のよ う な洞穴環境が消失

し たり 悪化すれば、 そこ を 利用し ている数百、 数千頭（ ユビ ナガ

コ ウモリ の繁殖群の場合は数万頭） と いう コ ウモリ 類がいっ ぺん

に失われてし まう こ と になる 。 また、 翼手目や食虫目は大量の昆

虫を食べる ので、 生物濃縮による 農薬の被害も 考えら れる。 特に

翼手目の場合、 食虫目など と 比べる と 寿命が非常に長く （ 2 0 年

近く 生き る も のがある ）、 それだけ殺虫剤など の農薬が体内に濃

縮蓄積さ れる率が高く なる こ と も 考えら れる 。

　 ホン シュ ウジカ は、 江戸時代末期頃には県下全域に広く 分布し

ていたが、 明治時代以降、 恐ら く 乱獲によ っ て次第に減少し 、 昭

和時代の中頃にはほと んど 島根半島だけに取り 残さ れた状態に

なっ てし まっ た。 一時期、 生息数が極端に減少し 絶滅が心配さ れ

た時期がある 。 こ のよ う な歴史を 持ち 、 他の個体群から 遠く 離れ

た孤立個体群である ために、 本県では準絶滅危惧種にラ ン ク 付け

さ れていたが、捕獲制限が功を 奏し 、かなり の数に増加し ている。

また、 現在では、 島根半島以外の場所での目撃例が増え、 捕獲例

も ある 。 そのため、 こ の度、 ラ ン ク 外と し た。

　 本概説の目名、科名、学名は、基本的に、川田ほか（ 2 0 2 1 ）によっ

た。

（ 大畑純二）

参考文献：

川田伸一郎・ 岩佐真宏・ 福井　 大・ 新宅勇太・ 天野雅男・ 下稲

葉さ やか・ 樽　 創・ 姉崎智子・ 鈴木　 聡・ 押田龍夫・ 横畑泰志.　

2 0 2 1 .　 世界哺乳類標準和名リ スト 2 0 2 1 年度版.U RL： h ttp s ://

w w w .ma mma log y .jp /lis t/in d ex .h tm l

哺乳類掲載種一覧 計2 1 種

絶滅（ E X ）
・ ニホン オオカ ミ ・ ニホン アシカ ・ ニホン カ ワウソ

・ ニホン カ モシカ 計4 種

準絶滅危惧（ N T ）
◇ニホン リ ス ・ コ キク ガシラ コ ウモリ ・ キク ガシラ コ ウモリ

・ モモジロコ ウモリ ・ ユビナガコ ウモリ ・ テン グコ ウモリ

・ コ テン グコ ウモリ ↓ツ キノ ワグマ ・ ニホン イ タ チ 計9 種

情報不足（ D D ）
◆ニホン モモン ガ ◆ヤマネ ◆カ ワネズミ

◆ミ ズラ モグラ ◆コ モグラ（ 西日本産小型アズマモグラ ） ○ヒ メ ヒ ナコ ウモリ

○ヒ ナコ ウモリ ・ ホンド ノ レ ン コ ウモリ 計8 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 1 2 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ ０ 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 種）

○： 新規掲載種（ 2 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 種）

◆： 情報不足への変更種（ 5 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 世界哺乳類標準和名目録（ 日本哺乳類学会）

哺
乳
類
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県内での生息地域・ 生息環境

　 江戸時代末まで、 中国山地脊梁部あたり に生息し ていたら し い。 享保

元文（ 1 6 8 8 ～1 7 3 6 ） 刊『 諸国産物帳集成第三巻（ 隠岐・ 出雲・ 播磨・

備前・ 備中）』 に産物と し て、 文政三年（ 1 8 2 0 ） 刊『 石見外記』 に狼

目撃のかなり 詳細な聞き 書き の記載があるが、 実際にニホンオオカ ミ が

生息し たこ と を証明するよう な頭骨や毛皮などの物的な証拠は、 県内で

は見つかっ ていない。

存続を脅かし た原因

　 シカ やイ ノ シシなど餌と なる大型植食動物の減少や、 外来畜犬より も

たら さ れた伝染病等・ 家犬と の交雑の可能性・ 生息域の分断狭小化によ

る個体群密度の低下等。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 江戸時代の諸国産物帳等に産物と し て記載さ れているが、 現在は生息

し ない。

概　 　 要

　 オオカ ミ C. lu p u s は全北区に広く 分布する 種で あり 、 亜種ニホン オ

オカ ミ C. l. h o d o p h ila x は日本の本州・ 四国・ 九州に分布し ていた。 本

種は、 オオカ ミ の仲間と し ては小型で、 原始的な形態をし ていると いわ

れる。

動物食中心の大型肉食獣であるため、 餌動物を狩るための広大な行動圏

が必要である 。 個体群密度はき わめて低く 、 開発によ っ て生息域が分断

さ れたり 餌動物が乱獲さ れた結果、 食物や配偶者の確保が困難になっ た

こ と が絶滅し た原因の一つと 考えら れる。 また、 伝染病の蔓延と と も に

家犬と の交雑も ニホンオオカ ミ 絶滅の原因と なっ た可能性がある。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅（ E X ）

絶滅（ E X ）

ニホンオオカ ミ
食肉目イ ヌ 科

Can is lu p u s

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX）

淡色であるこ と や、 歯のサイ ズが大型であるこ と などの違いが知ら れて

いる。 し かし 、 その生態等についての詳し い研究が進んでおら ず、 未解

明の部分が少なく ない。 春の繁殖期に１ 頭のオスが数頭から 1 5 頭く ら

いのメ スを率いてハーレ ムをつく り 群で生活するこ と や、 ５ ～６ 月に陸

上で１ 頭の子を産むこ と 、 食物と し てはイ カ ・ タ コ ・ 魚類を好むこ と な

どが分かっ ている 。 また、 メ スや子供は集団で生活するが、 オスは非繁

殖期に単独又は複数で回遊し 、 竹島に生息し ていたオスが隠岐諸島など

に渡来し ていた可能性が高い。 また、 洞窟を好んで休息場と し ていたこ

と なども 最近の研究で分かっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 竹島・ 隠岐諸島・ 島根半島・ 中海などの岩礁や近海に生息し ていた。

古く は石見部の海域でも 記録がある 。

存続を脅かし た原因

　 狩猟圧、 漁網への絡まり 、 繁殖場の環境悪化など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

選定理由

　 今は絶滅し た可能性が高いニホンアシカ が、 最後まで生息し ていたの

が島根県であり 、 竹島を 中心に隠岐諸島において多く の生息記録が残

さ れている。 島根半島や中海でも 昭和2 0 年代まで確認記録があるほか、

古く は石見部の海域でも 記録がある。 本県は、 あら ゆる意味においてニ

ホンアシカ と 最も 関係の深い県である。

概　 　 要

　 アシカ のなかまには、 カ リ フ ォ ルニアアシカ 、 ニホンアシカ 、 ガラ パ

ゴスアシカ の３ 種が知ら れており 、 本種は太平洋東西両海岸に分布する

アシカ の中の日本近海産種と さ れている。 1 9 5 0 年代初期までは島根県

竹島・ 隠岐諸島・ 島根半島などでその生息情報がある が、 その後確実な

生息情報がなく 、現在本県では絶滅し たも のと 思われる。 古く は、本州・

四国・ 九州近海に生息し 、 島根県の沿岸部の他、 津軽・ 房州・ 伊豆神津島・

相模湾・ 大阪・ 淡路島・ 徳島県・ 能登七つ島・ 福岡県などに生息記録が

残さ れている 。 カ リ フ ォ ルニアアシカ によく 似ている が、 メ スの毛色が

●参考文献

井上貴央・ 佐藤仁志（ 2 0 2 4 ） 中海における “ アシカ ” の捕獲記録と 本庄地区の地引網漁について． 島根県立三瓶自然館研究報告， 2 2 ， 1 -4

井上貴央・ 佐藤仁志（ 2 0 2 4 ） 三度地区における ニホン アシカ ノ 発掘記録と アシカ 猟の文献資料． 隠岐の島町教育委員会・ 海士町教育委員会・ 西ノ 島町教育委員会・ 知夫村教育委員会， 隠岐の文化財，

4 1 ， 1 -1 6

井上貴央・ 佐藤仁志（ 2 0 2 5 ） 日本海・ 竹島のアシカ 猟　 ～1 9 3 4 （ 昭和9 ） 年の取材記録と 『 中渡瀬アルバム』 ～．（ 株） 産経新聞出版　

中村一恵（ 1 9 9 2 ） 悲劇の海獣ニホンアシカ ， 海洋と 生物， 1 4 -3

佐藤仁志・ 井上貴央（ 2 0 2 5 ） 西ノ 島町三度地区における アシカ の洞穴猟について． 隠岐の島町教育委員会・ 海士町教育委員会・ 西ノ 島町教育委員会・ 知夫村教育委員会， 隠岐の文化財， 4 2 ， 2 1 -3 4

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類（ C R ）撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅（ E X ）

ニホンアシカ
アザラ シ目（ 鰭脚目） アシカ 科

Za lo p h u s ja p o n icu s

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX）
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県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県内各地河川流域に生息し ていたら し い。享保元文（ 1 6 8 8

～1 7 3 6 ） 刊『 諸国産物帳集成第三巻（ 隠岐・ 出雲・ 播磨・ 備前・ 備中）』

や文政三年（ 1 8 2 0 ） 刊『 石見外記』 に本種の記録がある 。 江の川には

「 えんこ う 淵」 と いう 名の淵や、 支流の濁川には「 獺越（ おそごえ）」 の

地名があり 、 かつて本種が生息し ていたこ と をう かがわせる。

存続を脅かし た原因

　 密猟。 河岸整備など の河川工事。 自然河岸の消失。 河川汚濁・ 汚染。

淡水魚の減少。 河川周辺の森林破壊。 生息域の分断による個体群密度の

低下。 漁網の設置等。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 大正時代には県内各地に生息し ていたら し い。 昭和3 8 年の豪雪時に

江の川流域で足跡を見たと いう 不確実情報がある。その後の情報はない。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国・ 九州・ 対馬に分布。 特別天然記念物。 本州

以南のニホン カ ワウソ を日本本土の固有種と する説や、 北海道やユーラ

シア大陸に産する種と 同一である と する見解がある。 河川や湖沼で淡水

魚や両生類などを捕食する生活のため、 水辺で目撃さ れるこ と が多かっ

た。 海岸に生息する も のも いた。 おも に、 夜行性。 １ 個体が1 5 k m前後

の範囲内に３ ～４ カ 所の泊まり 場を持っ ていて、そこ を渡り 歩く ら し い。

水辺だけを 移動するのでなく 、陸上を別の河川へと 移動するこ と も ある。

本種の食性と 広い行動圏から 考えると 、 全国に広く 生息し ていたのだろ

う が、 も と も と 個体群密度は低かっ たも のと 思われる 。 県内における最

近の目撃情報のほと んどが、 ヌ ート リ アの誤認である。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅（ E X ）

絶滅（ E X ）

ニホンカ ワウソ
食肉目イ タ チ科

Lu tra  n ip p o n

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 江戸時代の諸国産物帳に記録があり 、 明治時代の初め頃には、 まだ、

中国山地に生息し ていたら し い。 現在、 県内には生息し ていないと 思わ

れる。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国・ 九州に分布。 特別天然記念物。

　 ヤギに比較的近縁の原始的なウシ科動物であり 、 森林内をおも な生息

場所と し ている。 雌雄と も に1 5 cm程度の鋭く と がっ た角を 有し 、 特定

のホームレ ン ジ内で単独生活する こ と が多い。 おも に樹木の枝や葉を食

べる「 木の葉食い」 である。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

絶滅（ E X ）

ニホンカ モシカ
偶蹄目ウシ科

Cap rico rn is crisp u s

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX）

県内での生息地域・ 生息環境

　 西中国山地あたり では、「 う し し か」と 呼ばれていた。 享保元文（ 1 6 8 8

～1 7 3 6 ） 刊の『 諸国産物帳集成第三巻（ 隠岐・ 出雲・ 播磨・ 備前・ 備

中）』 によると 出雲国産物と し て「 カ モシカ 」 が、また、文政三年（ 1 8 2 0 ）

刊の『 石見外記』 には「 走獣部」 の項に「 羚羊（ かも し し ）」 が記さ れ

ている 。 明治時代初め頃には、 まだ、 西中国山地脊梁部に残存し ていた

よ う である（ 一説では、 昭和初期まで生息し ていたと さ れる）。 森林の

伐採と 造林は必ずし も ニホン カ モシカ の食糧不足を 招く こ と になら ず、

こ れだけでニホンカ モシカ を絶滅に追いやるこ と はでき ない。 ニホンカ

モシカ は、猟犬や野犬などに追われると 断崖の狭い岩棚などに逃げ込む。

また、 冬期には隠れ場所と なる崖の岩棚に、 １ 日中、 立ちつく し ている

こ と がある。 こ の結果、 銃猟者には非常にたやすく 撃ち取ら れてし まう

こ と になる。 県内から の絶滅は、おそら く 、乱獲によるも のと 思われる。

存続を脅かし た原因

　 乱獲。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 過去の狩猟統計に「 リ ス類」 の捕獲記録が見ら れる が、 ニホンリ スか

否かは不明。 近年、 県内の数ヶ 所で目撃さ れている。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国に広く 分布するが、 現在は九州での生息確認

はない。 平地から 亜高山帯にまで分布し 、 低地では松林などを好むと さ

れるが、 照葉樹林の動物ではないら し い。 昼行性で、 早朝と 午後に活動

する。 ド ングリ やク ルミ など堅果類やマツの実などの果実や種子を好ん

で食べる。

●参考文献

安藤誠也・ 小沼仁美（ 2 0 2 2 ） 島根県東部雲南市における ニホンリ スの発見. 島根県立三瓶自然館研究報告書 2 0 : 3 5 -3 8 .
大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
田中　 旭・ 安藤誠也・ 田村典子（ 2 0 2 0 ） 島根県西部における ニホン リ スの生息確認. 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 8 : 6 3 -6 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー
絶滅のおそれのある 地域個体群
(L P 、 中国地方のニホンリ ス)撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ニホンリ ス
齧歯目リ ス科

Sciu ru s l is

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 1 9 年以降、 県東部、 県中部で死亡個体や写真撮影が散見さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 狩猟、 森林破壊等。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 現時点で絶滅の恐れは少ないが、 生息洞の周辺環境及び洞内環境の変

化または破壊・ 洞穴そのも のの破壊等により 激減する 恐れがある。

概　 　 要

　 日本固有種の可能性が高い。 北海道西部から 奄美群島まで分布。 外観

はキク ガシラ コ ウモリ に似ている が、 ずっ と 小型。「 短広翼型」 のため

狭い洞穴に入るこ と ができ る。 日中は廃坑や海食洞などの天井に後足で

垂下し て休息し 、 夜間に森林内を 飛び回っ て、 ユスリ カ やヤブカ などの

非常に小さ い飛行性昆虫を捕食する。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 0 7 ） 石見銀山遺跡大久保間歩のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 5 : 1 5 -2 4 .
大畑純二（ 2 0 1 1 ） 江津市川平廃坑のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 9 : 8 9 -9 8 .
大畑純二（ 2 0 1 7 ） 島根に生息する 2 種のキク ガシラ コ ウモリ 科と ユビ ナガコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 5 : 3 1 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

コ キク ガシラ コ ウモリ
翼手目キク ガシラ コ ウモリ 科

Rh in o lo p h u s co rn u tu s

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 西ノ 島） を含む県内全域に分布。 海食洞や自然の岩穴、貯蔵穴、

廃坑など で 休息・ 冬眠する。 2 0 0 頭以上の冬眠コ ロ ニーが見ら れる 洞

穴も ある。

存続を脅かす原因

　 洞穴環境の変化や破壊、 洞穴周辺の森林破壊等。 生息洞穴への不用意

な入洞。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 現時点で絶滅の恐れは少ないが、 生息洞の周辺環境及び洞内環境の変

化または破壊・ 洞穴そのも のの破壊等により 激減する 恐れがある。

概　 　 要

　 国内では北海道中西部から 屋久島まで分布。 ユーラ シア南部を東西に

広く 分布する。 日本産の小翼手目と し て は大型で、 翼を 広げた長さ は

3 0 cmほどになる 。「 短広翼型」 コ ウモリ のため体が大き いわり に小回

り ができ 、 狭い洞穴にでも 入るこ と ができ る。 日中は洞穴の天井などに

後足で逆さ にぶら 下がっ て休息し 、 夜になると 活動する。 森林内などを

飛びながら 夜行性の飛行性昆虫を 捕食する。 外気温が1 0 ℃以下になる

と 冬眠する。 １ 産１ 仔。 小型の哺乳類と し ては異例に長寿で、 野生で

2 0 年以上生存し た例がある。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 0 7 ） 石見銀山遺跡大久保間歩のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 5 : 1 5 -2 4 .
大畑純二（ 2 0 1 1 ） 江津市川平廃坑のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 9 : 8 9 -9 8 .
大畑純二（ 2 0 1 7 ） 島根に生息する 2 種のキク ガシラ コ ウモリ 科と ユビ ナガコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 5 : 3 1 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

キク ガシラ コ ウモリ
翼手目キク ガシラ コ ウモリ 科

Rh in o lo p h u s fe rru m eq u in u m

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域に分布。 海食洞や自然の岩穴、 貯蔵穴、 廃坑で休息・ 冬眠。

存続を脅かす原因

　 洞穴環境の変化や破壊、 洞穴周辺の森林破壊等。 生息洞穴への不用意

な入洞。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 現時点で絶滅の恐れは少ないが、 生息洞の周辺環境・ 洞穴の破壊等に

より 激減する 恐れがある。 １ 洞当たり の生息数はあまり 多く ないが、 各

地の廃坑や洞穴で見ら れ、 目撃はそれほど困難ではない。

概　 　 要

　 北海道から 奄美大島までと 対馬、 サハリ ン、 ロシア沿海地方、 朝鮮半

島に分布。 日中の休息や冬眠は、 洞穴などで単独で行い、 夜、 森林内や

林冠部などを 飛び回っ て小型の昆虫類を捕食する。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 0 7 ） 石見銀山遺跡大久保間歩のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 5 : 1 5 -2 4 .
大畑純二（ 2 0 1 1 ） 江津市川平廃坑のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 9 : 8 9 -9 8 .
大畑純二（ 2 0 1 6 ） 島根のモモジロ コ ウモリ と テングコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 4 : 1 9 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

モモジロコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

M yo tis m acro d acty lu s

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含む県全域に分布。 海食洞、 廃坑、 利用さ れていないト ン

ネルなど各地で見ら れるが、 ふつう 一度に見ら れるのは１ ～数頭程度で

ある。 繁殖期には5 0 頭位のコ ロニーが見ら れるこ と も ある 。

存続を脅かす原因

　 生息洞穴環境の変化や破壊、 洞穴周辺の森林破壊等。 生息洞穴への不

用意な入洞。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 現時点で絶滅の恐れはないが、 生息洞（ 特に冬眠洞と 繁殖洞） 及び森

林など採食空間等の環境変化や破壊によっ て、 激減する恐れがある。

概　 　 要

　 アフ ガニスタ ン・ イ ンド ・ 中国などに分布。 国内では本州・ 四国・ 九

州・ 対馬・ 佐渡などに生息する。 日本産のコ ウモリ のう ち最大の集団を

形成する種で、 冬眠時には数千頭、 繁殖期には数万頭のコ ロニーを形成

するこ と がある。 森林などの上を 高速で飛行し ながら 飛行性昆虫を捕食

する。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 0 7 ） 石見銀山遺跡大久保間歩のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 5 : 1 5 -2 4 .
大畑純二（ 2 0 1 1 ） 江津市川平廃坑のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 9 : 8 9 -9 8 .
大畑純二（ 2 0 1 7 ） 島根に生息する 2 種のキク ガシラ コ ウモリ 科と ユビ ナガコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 5 : 3 1 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

ユビナガコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

M in io p te ru s fu l ig in o su s

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域。停空飛翔ができ ないため、比較的大き な洞穴を 好む。廃坑や、

夏には海食洞などで見ら れる。 県東部海岸には、 ４ ～５ 万頭の繁殖コ ロ

ニーが形成さ れる 海食洞がある。 冬眠には別の洞穴が利用さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息洞の環境変化と 破壊及び洞穴周辺の生息環境の変化と 破壊。 繁殖

洞や冬眠洞などへの不用意な入洞。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ

れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 も と も と 生息数が多く ない。 県内では冬眠洞が２ ～３ カ 所知ら れてい

るのみで、 １ 年間に１ ～５ 頭が目撃さ れている程度である。

概　 　 要

　 北海道・ 本州・ 四国・ 九州、 サハリ ン、 ロシア沿海地方、 朝鮮半島に

分布。 日本産を亜種や別種と し て分ける研究者も いる 。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 0 7 ） 石見銀山遺跡大久保間歩のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 5 : 1 5 -2 4 .
大畑純二（ 2 0 1 1 ） 江津市川平廃坑のコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 9 : 8 9 -9 8 .
大畑純二（ 2 0 1 6 ） 島根のモモジロ コ ウモリ と テングコ ウモリ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 4 : 1 9 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

テングコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

M u rin a  h i lg en d o rf i

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を除く 県内。 現在、県中部の４ カ 所で生息が確認さ れており 、

洞穴内で冬眠し ている個体が観察さ れている。 出産や育仔は樹洞で行わ

れると 思われるが、 県内では報告例がない。 森林内を飛翔し ながら 昆虫

類を捕食し 、 日々の休息はおも に樹洞で行われるも のと 思われる。 廃坑

などの内壁のく ぼみや発破の穴にも ぐ っ て冬眠し ているこ と がある。

存続を脅かす原因

　 休息や冬眠する ための洞穴環境の変化と 破壊、 樹洞のある大径木が茂

る森林の消失。 周辺の森林環境の破壊。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸

念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 過去、 県内の数カ 所で目撃例があるが、 目撃個体数は少ない。

概　 　 要

　 外観はテン グコ ウモリ に似るが、 ずっ と 小型。 北海道から 屋久島・ 隠

岐諸島・ 対馬、 サハリ ン、 ロシア沿海地方、 朝鮮半島に分布。 日本産を

亜種と する研究者も いる。 休息や繁殖の場所と し て樹洞を利用し 洞穴内

には入ら ないが、 山間部では、 捕食のために民家や家畜舎に入っ てく る

こ と がある。 他県では、 蔓に付いたままのク ズなどの枯れ葉にく るまっ

て休眠し ていた例が報告さ れている。 また、 広島県八幡高原では、 雪中

で「 冬眠」 し ていたコ テングコ ウモリ が見つかっ ている。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

コ テングコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

M u rin a  si lva tica

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を含む県内の森林に生息。 過去、 隠岐（ 西ノ 島） と 三瓶山地

域・ 匹見川中流域での生息確認がある 。

存続を脅かす原因

　 休息と 冬眠のための樹洞がある 大径木が生育する よ う な森林の破壊。

農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 平成６ 年度に絶滅の恐れがある と いう 理由で狩猟による捕獲が禁止さ

れた。 2 0 2 0 年代に入っ てから 、 人里への出没が多発し ている 。 県内の

ほぼ全域（ 隠岐を除く ） で目撃数が増加、 生息数が増加傾向にあるよう

に思われる。

概　 　 要

　 国内では本州・ 四国・ 九州、 国外では台湾、 イ ンド シナ北部、 ロシア

極東地域、 中国東北地方、 朝鮮半島などに分布する。 昆虫や蜂蜜、 動物

の死骸を食べたり 、 ごく まれに大型草食獣を捕食する こ と があるが、 植

物食が中心で、 堅果類や球根・ 塊根・ 草本類の地上部など多量の植物を

食べている。 果樹園や飼養ミ ツバチへ被害を与えたり 、 時に、 人畜に危

害を加えるこ と があり 、 有害獣・ 危険動物と し て駆除の対象と なるこ と

がある。 冬眠中に出産する。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー
絶滅のおそれのある地域個体群

(L P 、 西中国地域のツキノ ワグマ)撮影者（ 提供者）： 島根県中山間地域研究センタ ー

準絶滅危惧（ N T ）

ツキノ ワグマ
食肉目ク マ科

Ursu s th ib e ta n u s

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に中国山地脊梁部に分布し 、 夏緑樹林帯をおも な生活域と し てい

る。 近年は、 里地域を徘徊し てカ キやク リ などの果樹園に食害を及ぼす

こ と がある。 ツキノ ワグマの冬眠は、 おも に大木の地上よ り かなり 高い

位置にある樹洞で行われるが、 大木の根元の土穴や岩穴、 大き な倒木の

下など地上で行われるこ と も ある。造林地内で冬眠する個体も 見ら れる。

近年になっ て大木の茂る森林が少なく なっ てから は、 地上部での冬眠が

増えているかも し れない。 冬眠期以外の季節に、 中国山地脊梁部から 遠

く 離れた平地や、 時に海岸付近にまでやっ て来るこ と があるが、 こ の移

動の全てが、 食物不足や生息環境の破壊によるも のかは不明。 近年、 隠

岐を除く 県内全域で、 広く 目撃がさ れている。

存続を脅かす原因

　 有害獣駆除。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 過去に比べて、 生息地・ 個体数と も に減少し ている 。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国・ 九州・ 屋久島などに分布し 、 近年は北海道

にも 侵入。 導入飼育さ れたチョ ウセンイ タ チ（ シベリ アイ タ チ） が野生

化し 、 おも に西日本で分布を広げており ， ニホンイ タ チを駆逐し ている

と 言われているが詳細は不明。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大畑純二

準絶滅危惧（ N T ）

ニホンイ タ チ
食肉目イ タ チ科

M u ste la  ita tsi

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域に分布。 隠岐諸島は自然分布か否か不明。 かつては、 水田や

池や川などの水辺周辺でよく 目撃さ れた。 近年は水田の減少や溜池の消

失、河川環境の変化などによっ て生息環境が悪化し ている。県内でも チョ

ウセンイ タ チは分布を広げて集落伝いに山間部にまで侵入し ており 、 平

野部ではニホンイ タ チがほと んど見ら れなく なっ ている。

存続を脅かす原因

　 水辺環境の変化と 減少。 チョ ウセン イ タ チと の競合。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

県内での生息地域・ 生息環境

　 西中国山地の標高8 0 0 ｍ以上の夏緑樹林に生息する がく わし い生息

状況は不明である。 他県では標高5 0 0 ｍ以下で も 生息が確認さ れ、 標

高だけで生息域を 推定でき ないこ と がわかっ た。

存続を脅かす原因

　 森林の破壊。 森林の分断による個体群の孤立・ 狭小化。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

選定理由

　 西中国山地のブナ帯に生息し ているが、 目撃例はき わめて少ない。 森

林環境の悪化による絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国・ 九州に分布。 本種はブナ帯から 亜高山帯の

針葉樹林にかけて分布すると さ れている。 樹木の葉や芽・ 花などのほか、

昆虫や鳥類の卵を食べる。 繁殖のため小鳥用の巣箱を 利用するこ と があ

る。 夜行性で樹上性。

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ニホンモモンガ
齧歯目リ ス科

Ptero m ys m om on g a

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

選定理由

　 発見例は局地的で少なく 、 ほと んどが冬眠時に偶然的に見つけら れた

も の。 森林環境の悪化による絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 本州・ 四国・ 九州・ 隠岐諸島に分布し 、 平地から 亜高山帯にまで生息。

日本固有属固有種。 天然記念物。 虫食中心の雑食性と 考えら れる。 全国

的には冬眠や飼育生態等についての情報量はかなり 多いが、 野生での生

態や分布の情報は非常に少ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 おも に隠岐（ 島後） と 本土側西部山地で冬眠個体の発見例

があり 、 発見は偶然的。 生態や分布範囲等の詳細は不明。 発見例の多く

が「 里山」 的な環境である。

存続を脅かす原因

　 里山を含めた森林環境の破壊と 、 森林（ 生息域） の分断による個体群

の孤立・ 狭小化。 殺虫剤等の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ヤマネ
齧歯目ヤマネ科

Gl iru lu s ja p o n icu s

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
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選定理由

　 河川流域を 住み場所と し ている ため、 護岸改修や水質汚染・ 汚濁等に

よる生息環境の悪化によっ て、 生息数と 生息地の急速な減少が心配さ れ

る。

概　 　 要

　 本州・ 四国・ 九州に分布。 日本固有種。 半水生生活で、 渓流に面し た

石垣や岩礫の間等に巣を営み出産し 、 移動や捕食はおも に渓流を泳いで

行う 。 水生昆虫やカ エル、 渓流魚などを捕食し 、 時に、 ヤマメ などの養

魚場に大き な被害を及ぼすこ と がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 かつては、 隠岐諸島を除く 県内各地の河川渓流域にふつう に生息し て

いたが、 河川改修などによっ て岸や川床までも がコ ンク リ ート で固めら

れたり 、 餌と なる 小魚や水生昆虫が減少し て、 本種の生息数や生息地も

減少し ている。

存続を脅かす原因

　 河川改修及び水質汚染と 汚濁、 河川周辺の森林環境の破壊。 生息域の

分断による個体群の孤立・ 狭小化。 農薬等化学物質の体内蓄積も 懸念さ

れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大畑純二

情報不足（ D D ）

カ ワネズミ
真無盲腸目ト ガリ ネズミ 科

Ch im a rro g a le  p la tycep h a lu s

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 大畑純二

情報不足（ D D ）

ミ ズラ モグラ
真無盲腸目モグラ 科

Oreo scap to r m izu ra

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

情報不足
（ DD）

選定理由

　 生息数が少なく 、 生息地が限定さ れていると 考えら れる。 県内での情

報はほと んどない。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州のみに分布し 、 山岳地帯に生息すると さ れる。 中国

地方の他県では広島県と 鳥取県で確認さ れているが、 生息確認地点は少

なく 、 発見個体も 多く ない。 県内産は、 亜種ヒ ワミ ズラ モグラ に属する

も のと 考えら れる。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 3 ） 島根県で初めて生息が確認さ れたコ モグラ と ミ ズラ モグラ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 : 3 -8 .
大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .
大畑純二（ 2 0 1 3 ） 三瓶山北の原で採集さ れたミ ズラ モグラ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 1 : 5 5 -5 8 .

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 0 0 年に三瓶山でキツ ネの糞中から １ 個体分の骨と 毛が発見さ れ、

2 0 1 2 年には完全な姿の死体が採集さ れた。 広島県境付近等にも 生息す

る可能性があるが、 現時点では三瓶山が県内唯一の生息地である。 三瓶

山の生息地は既知の生息地から 遠く 離れている。

存続を脅かす原因

　 生息地の開発。個体群の孤立・ 狭小化。農薬等の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）

右から ２ つ目

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大畑純二

情報不足（ D D ）

コ モグラ（ 西日本産小型アズマモグラ ）
真無盲腸目モグラ 科

M oge ra  im a izu m ii

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

選定理由

　 現在知ら れている県内での生息地点は３ カ 所。 目撃や生息に関する情

報はほと んどない。

概　 　 要

　 日本固有種。 本州・ 四国に分布。 中国地方では広島県と 山口県にも 生

息。 近年は、 コ モグラ と いう 亜種を認めないでアズマモグラ に含める学

者が多い。 し かし 、 中四国産はアズマモグラ と は別種の可能性があるの

で、 県内産はコ モグラ （ 西日本産小型アズマモグラ ） と し ておく 。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 3 ） 島根県で初めて生息が確認さ れたコ モグラ と ミ ズラ モグラ . 島根県立三瓶自然館研究報告書 1 : 3 -8 .
大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 9 5 年に出雲平野西部南端付近で収集さ れたのが県内の初記録。 そ

の後、三瓶山北の原と 江の川中流域西側付近で１ カ 所ずつ採集例がある。

分布域の詳細は不明だが、 本土側全域に分布し ている可能性がある。

存続を脅かす原因

　 生息地の開発。個体群の孤立・ 狭小化。農薬等の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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選定理由

　 県内では１ 例のみの確認に留まっ ている が、 こ れが迷行個体なのか、

個体群が存在するのかが不明なため注視する必要がある。

概　 　 要

　 本種はヨ ーロ ッ パやロ シアに分布し 、 国内では2 0 0 2 年に礼文島で最

初の個体が確認さ れた。 その後、 北海道で繁殖集団が確認さ れた以外は

青森県、 石川県での偶発的な発見に留まっ ている。 ヨ ーロッ パなどでは

1 0 0 0 k m以上移動する個体がいるこ と が知ら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 1 9 年に県央において1 個体のみが確認さ れた以外は情報がない。

存続を脅かす原因

　 本種は高高度を 飛翔すると さ れ、 風力発電のブレ ード と の接触が懸念

さ れる。

（ 執筆者： 安藤　 誠也）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ヒ メ ヒ ナコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

Vesp e rtil io  m u rin u s

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

安藤誠也･前田喜四雄（ 2 0 2 1 ） 島根県における ヒ メ ヒ ナコ ウモリ (Ve sp e rtilio  m u r in u s  L in na eus, 1 7 5 8 )の初確認. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 9 : 3 9 -4 2 .

選定理由

　 隠岐で１ 例、 県央で１ 例の確認に留まっ ており 、 個体群が存在するの

かを注視し ていく 必要がある。

概　 　 要

　 国内においては北海道， 本州， 四国， 九州まで広く 分布し ている。 屋

根裏や人工物の隙間などで出産仔育てを行う こ と が知ら れている。 冬眠

場所については、 夏のねぐ ら と 違う と こ ろ に移動する こ と が多く あまり

知ら れていない。 長距離を移動する個体がいるこ と が知ら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 現在のと こ ろ 不明であるが、 2 0 2 2 年に県央で捕獲し た個体は標高約

5 5 0 mの山地で得ら れている 。 隣県においては都市部の人工物の隙間で

も 確認さ れている こ と から 、 今後、 県内の市街地でも 確認さ れる可能性

がある。

存続を脅かす原因

　 本種は高高度を 飛翔すると さ れ、 風力発電のブレ ード と の接触が懸念

さ れる。

（ 執筆者： 安藤　 誠也）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

ヒ ナコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

Vesp e rtil io  sin en sis

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

安藤誠也･石田麻里･畑瀬 淳･上野吉雄（ 2 0 2 4 ） 島根県の本土側において初めて捕獲さ れたヒ ナコ ウモリ (V e sp e r ti lio  s in e n s is )と その誘引方法について. 島根県立三瓶自然館研究報
告 2 2 : 4 9 -5 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 大畑純二

情報不足（ D D ）

ホンド ノ レ ンコ ウモリ
翼手目ヒ ナコ ウモリ 科

M yo tis b om b in u s

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

選定理由

　 全国的に生息洞・ 生息数はき わめて少ない。 県内では、 毎年秋から 冬

にかけて１ ～数頭が目撃さ れていたが、 現在は見るこ と ができ ない。

概　 　 要

　 ヨ ーロッ パ西部から アフ リ カ 北部・ アジア東部などに分布。 国内では

北海道・ 本州・ 四国・ 九州に分布。 冬眠は、 洞穴の壁面にあるく ぼみや

ク ラ ッ ク ・ 発破の穴などで単独で行う 。

●参考文献

大畑純二（ 2 0 0 6 ） 島根県産陸棲哺乳類目録. 島根県立三瓶自然館研究報告書 4 : 7 -1 6 .

県内での生息地域・ 生息環境

　 過去、 県中部の使われていな かっ たト ン ネルで、 毎年9 月に1 ～5 頭

が目撃でき ていた。 1 9 9 8 年頃から はト ン ネルが改修さ れ使用さ れる よ

う になり 見ら れなく なっ たが、 2 0 2 5 年に再確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 生息洞穴の環境の変化と 破壊。 洞穴周辺の森林破壊。 生息洞への不用

意な入洞。 農薬等の体内蓄積も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 大畑　 純二）
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